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第 2 章では，本研究で対象としている Taとグラファイト， Ta と U02 ， UCおよび、Hastelloy X とグ
ラファイトの両立性に関し，現在までに得られている結果について考察を行い本研究の位置づけを行
っている。
第 3 章では， Ta とグラファイトの反応によって生成される炭化物TaC， Ta2C の層成長速度から
TaC , Ta2C中の Cの拡散係数を求めている。この結果両者のアレニウスプロットにおいて18000C付近
に折れ曲りが見られ，特にTa2Cで、著しいことを見い出している。これはTa2Cのα ご3変態の存在に関
係があるものと考えられると述べている。
第 4 章では， Ta と U02 ， UC の両立性とくに非化学量論性の問題について検討している。その結果，
Ta と U02は一般には両立性が良いが， hyperstoichiometric U02の場合にはTa と過剰の酸素との反
応の可能性を示している。 Ta と UCは反応性に富み16000C 以上では CのみならずUがTa中に侵入1800
℃においては Uの侵入速度がCのそれを凌駕していることを見出している。また， Ta表面にあらかじ
め生成させた Ta炭化物がTa-UC反応，特に U侵入の障壁とならないことを指摘している。




反応後の浸炭プロフィルやバ線オートラジオグラフィによる観察などから， Hastelloy X 中の Cの





本論文は高温材料と U02 ， UCなどの核燃料ならびにグラファイトをの両立性を，主として拡散現
象の立場から研究したものであって，今後高温化する原子炉に対し，材料ならびに核燃料はどうある
べきかについて考察している。持に， TaC あるいは Ta2C 中における Cの拡散において18000C 附近で
アレニウスプロットに折り曲り点を生ずること また Ta と UCの反応において CのみならずU まで
がTa中に拡散することは初めて見出された現象である。これらは，耐熱材料 Hastelloy X の浸炭現
象の解明と相まって今後の原子炉材料の研究，開発に重要な示唆を与えるもので原子力工学に寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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